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学研究所であり、2009 年に第 1 回同シンポジウムを開催し始めて以来、隔年開催することになり、















































「2018 年 3 月以降、米国は中国に対して、貿易不均衡を理由に関税を引き上げ、それに対抗する
中国も関税引き上げ措置を取った。世界的な両大国の貿易摩擦は、1990 年代から経済的に急成長を































ポジウムには 5 回目に参加することになった。 
参加者の研究分野はそれぞれ異なるが、日本語を共通言語とするところがユニークであり、ほと
んど言語障碍がなく、国内外の学者や専門家たちとの交流ができたことが有意義で面白かった。本
来ならば、題目にもあるように朝鮮（北朝鮮）の学者たちも参加することを想定していたはずだが、
様々な要因で実際には参加できていないことは残念であった。 
最後に、この度私に国際学会での発表を支援してくださった本学関係者の皆様に、この場を借り
て心から感謝の意を表すとともに、本学会の参加で得られた知見を今後の研究と教育に活かして行
くことをここにお約束したい。  
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